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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
八
幡
神
社
に
つ
き
ま
し
て
は
日
頃
よ
り

種
々
ご
高
配
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
元
日
か
ら
令
和
六
年
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
、
翌
二
日
に
は
羽
田
空
港
で

航
空
機
事
故
が
起
こ
る
な
ど
、
落
ち
着
か

な
い
お
正
月
と
な
り
ま
し
た
。
図
ら
ず
も

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
能
登

半
島
は
近
年
度
重
な
る
地
震
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
住
民
一
丸
と
な
っ
て
再
起
へ
向

け
た
復
旧
作
業
を
進
め
る
最
中
で
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
気
勢
を
削
ぐ
か
の
よ
う
に

昨
年
九
月
豪
雨
が
襲
い
ま
し
た
。
未
だ
断

水
が
続
く
地
域
も
あ
る
な
ど
復
興
へ
の
大

き
な
足
か
せ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
平
穏
な
日
常
の
恢
復
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

次
期
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
つ
き

昨
年
四
月
天
皇
陛
下
よ
り
御ご

ち
ょ
う
き
ょ

聴
許
の
旨
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
神
宮
式
年
遷
宮
は

二
十
年
に
一
度
、
御
神
威
の
永
遠
不
変
の

瑞
々
し
さ
を
願
い
大
御
神
に
新に

い
み
や宮

へ
お
遷

り
い
た
だ
く
神
宮
最
大
の
お
祭
り
で
、「
皇

家
第
一
の
重
事
、
神
宮
無
双
の
大
営
」
と

称
え
ら
れ
、
御
歴
代
陛
下
の
大
御
心
の
随

に
千
三
百
年
の
長
き
に
亘
り
厳
修
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

御
聴
許
を
拝
し
準
備
が
い
よ
い
よ
本
格
的

に
始
め
ら
れ
、
前
例
に
倣
え
ば
本
年
春
に

は
御
用
材
を
切
り
出
す
御み

そ
ま
や
ま

杣
山
が
決
定
、

令
和
十
五
年
の
遷
御
に
向
け
た
三
十
に
も

お
よ
ぶ
遷
宮
諸
祭
の
嚆
矢
と
し
て
山
口

祭
・
木こ

の
も
と本
祭
が
斎
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
今
次
の
式
年
遷
宮
が
滞
り
な
く
完

遂
で
き
ま
す
よ
う
多
く
の
国
民
の
真
心
が

結
集
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で

す
。

本
年
令
和
七
年
は
『
乙き

の
と
み巳

』
の
年
と
な
り

ま
す
。『
乙き

の
と
』
は
十じ

っ
か
ん干
の
二
番
目
で
、
植

物
が
し
な
や
か
に
伸
び
横
へ
と
広
が
っ
て

成
長
し
て
い
く
様
子
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
柔
軟
性
や
協
調
性
の
象
徴
で
あ
り
、

周
囲
と
調
和
し
な
が
ら
目
標
に
邁
進
し
て

い
く
力
を
表
し
て
い
ま
す
。

『
巳み

』
は
十じ

ゅ
う
に
し

二
支
の
六
番
目
で
、
蛇
が
割

り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
蛇
は
古
来
か
ら

神
様
の
使
い
と
さ
れ
た
り
、
大お

お
み
わ神

神
社
の

御
祭
神
大お

お
も
の
ぬ
し
の
お
お
か
み

物
主
大
神
や
弁
財
天
の
化
身
と

も
い
わ
れ
大
切
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
金
運
向
上
・
技
芸
向
上
・
子
孫
繁

栄
・
五
穀
豊
穣
を
司
る
神
様
と
し
て
祀
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
聖
な
生
き
物
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
脱
皮
を
繰
り
返
し

な
が
ら
美
し
く
力
強
く
成
長
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
医
療
・
治
療
・
再
生
・
長
寿
の

象
徴
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
気
を
上
げ
る
縁
起
物
と
し
て
も

知
ら
れ
て
お
り
、
蛇
の
夢
を
見
る
と
吉
兆

と
さ
れ
て
い
た
り
、『
巳
』
と
『
実
』
が

同
じ
『
み
』
と
読
む
こ
と
か
ら
『
実
入
り

す
る
（
儲
か
る
）』
年
に
な
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
乙
巳
』
に
当
た
る

皇
極
天
皇
四
年
（
西
暦
六
四
五
年
）
に
は

『
大
化
の
改
新
』
へ
と
繋
が
る
『
乙い

っ
し巳
の

変
』
が
起
こ
り
、
我
が
国
最
初
の
元
号
と

な
る
『
大
化
』
が
定
め
ら
れ
た
の
も
こ
の

年
と
な
り
ま
す
。
以
後
千
四
百
年
近
く
に

亘
り
我
が
国
で
は
そ
の
元
号
制
度
が
引
き

継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

種
々
の
努
力
を
重
ね
、
大
き
く
成
長
し
、

変
革
を
成
し
遂
げ
、
安
定
さ
せ
て
い
く
年

と
さ
れ
ま
す
が
、
未
だ
完
全
に
は
消
え
や

ら
ぬ
疫
病
や
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
不

安
か
ら
脱
皮
し
、
明
る
く
穏
や
か
な
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
昭
和
百
年
、
太
平
洋
戦
争

終
結
八
十
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
今
一
度
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
先
人
た
ち
の
偉
功
を
顕
彰
し
、
平

和
と
安
寧
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



「
毎
年
神
棚
の
御
神
札
や
お
守
り
は
新
し

く
す
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。」と
い
っ

た
質
問
が
よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

年
末
に
な
る
と
、
神
社
を
参
拝
し
、
伊
勢

の
神
宮
の
御
神
札
（
神
宮
大
麻
）
や
氏
神

様
の
御
神
札
な
ど
新
し
い
御
神
札
を
い
た

だ
い
て
き
ま
す
。

新
た
に
い
た
だ
い
た
御
神
札
は
、
神
棚
は

も
と
よ
り
家
中
の
大
掃
除
を
し
、
清
浄
に

整
え
て
か
ら
納
め
ま
す
。
普
段
お
守
り
を

入
れ
て
使
っ
て
い
る
鞄
な
ど
も
整
理
整
頓

す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
古
い
御
神
札

は
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
神
社
に
納
め

お
正
月
飾
り
な
ど
と
と
も
に
お
焚
き
上
げ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
は
ど
う
し
て
毎
年
御
神
札
や
お
守
り
を

新
し
く
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。一
説
に
は
、

お
正
月
に
神
様
が
家
々
を
訪
れ
る
と
い
っ

た
信
仰
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
神
様
を
迎
え
る
た
め
に
門
松
を

立
て
た
り
、地
方
に
よ
っ
て
は
正
月
棚（
年

神
棚
）を
飾
る
所
も
あ
り
ま
す
。
門
松
は
、

青
々
と
し
た
松
と
竹
を
使
っ
て
作
ら
れ
ま

す
。
正
月
棚
は
、
座
敷
の
中
央
に
恵
方
に

向
け
て
吊
り
ま
す
。
恵
方
か
ら
歳
神
様
を

お
迎
え
す
る
為
で
す
。
正
月
棚
に
は
御
幣

を
飾
り
、
新
し
い
注
連
縄
を
張
り
、
鏡
餅

や
様
々
な
お
供
え
を
し
ま
す
。
神
様
を
も

て
な
す
の
で
す
か
ら
や
は
り
綺
麗
で
清
々

し
く
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

厄
年
は
人
生
に
お
い
て
様
々
な
災
難
に
あ

い
や
す
い
負
の
側
面
の
強
い
年
齢
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
「
役
」
の
回
っ

て
く
る
晴
れ
の
年
齢
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
節
目
の
年
齢
と
は

な
り
ま
す
の
で
厄
払
い
や
厄
除
け
の
お
祓

い
を
受
け
て
一
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

お

ふ

だ

新
年
と
御
神
札

私
達
は
、
新
し
い
も
の
、
若
々
し
い
も
の
、

明
る
い
も
の
を
古
来
か
ら
尊
ん
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
も
の
を
新
た
に
す
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
宿
る
生
命
は
若
返
り
、
よ
り
一
層

躍
動
す
る
魂
の
神
々
し
さ
を
感
じ
て
き
た

の
で
す
。
し
か
し
、
一
般
の
家
庭
の
神
棚

や
神
社
の
社
殿
を
毎
年
新
し
く
す
る
事
は

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
出

来
る
だ
け
美
し
く
清
々
し
く
保
つ
こ
と
で

生
命
が
枯
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
の
で
す
。

神
棚
を
清
め
新
し
い
御
神
札
を
お
祀
り
す

る
事
で
、御
神
威
は
一
段
と
高
ま
り
ま
す
。

家
族
皆
が
そ
の
一
年
を
は
つ
ら
つ
と
元
気

に
過
ご
せ
る
よ
う
お
守
り
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
願
い
や
祈
り
が
御
神
札
を
新
た
に

す
る
所
以
な
の
で
す
。

そ
こ
に
は
神
宮
式
年
遷
宮
に
も
通
じ
る
日

本
な
ら
で
は
の
「
常
若
」
の
精
神
が
あ
る

の
で
す
。

令和７年の厄年

※年齢は数え年です

前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才（午） ２５才（巳） ２６才（辰）

平成１４年生 平成１３年生 平成１２年生

４１才（丑） ４２才（子） ４３才（亥）

昭和６０年生 昭和５９年生 昭和５８年生

６０才（午） ６１才（巳） ６２才（辰）

昭和４１年生 昭和４０年生 昭和３９年生

女

性

１８才（子） １９才（亥） ２０才（戌）

平成２０年生 平成１９年生 平成１８年生

３２才（戌） ３３才（酉） ３４才（申）

平成  ６ 年生 平成  ５ 年生 平成  ４ 年生

３６才（午） ３７才（巳） ３８才（辰）

平成  ２ 年生 平成 元 年生 昭和６３年生（昭和６４年生）
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平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

横
綱
白
鵬
が
九
度
目
の
全
勝
優
勝

長
嶋
茂
雄
と
松
井
秀
喜
に
国
民
栄
誉
賞

出
雲
大
社
、
平
成
の
大
遷
宮

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動

神
宮
内
宮
・
外
宮
で
遷
御

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
参
議
院
議
員
、
北
朝
鮮
訪
問

日
本
傷
痍
軍
人
会
解
散

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
が
決
ま
る

安
倍
首
相
、
靖
國
神
社
参
拝

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

　

二
十
一
世
紀
の
始
ま
り

　

ギ
リ
シ
ャ
が
ユ
ー
ロ
導
入

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
W

・

ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
就
任

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
開
業

　

避
難
訓
練
の
約
束
に
「
戻
ら
な
い
」
を
追
加

第
一
次
小
泉
内
閣
発
足

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
公
開

歌
舞
伎
町
ビ
ル
火
災
発
生

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

米
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生

敬
宮
愛
子
内
親
王
誕
生

【
誕
生
】
大
西
流
星
、
平
手
友
梨
奈
、
加
藤
清
史
郎
、

本
田
仁
美
、
佐
々
木
朗
希

昭
和
六
十
四
年
・
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

昭
和
天
皇
崩
御
、「
平
成
」
に
改
元

美
空
ひ
ば
り
「
川
の
な
が
れ
の
よ
う
に
」
発
売

手
塚
治
虫
死
去

任
天
堂
「
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
」
発
売

消
費
税
法
施
行
、
消
費
税
三
％

北
京
で
天
安
門
事
件

美
空
ひ
ば
り
死
去
、
女
性
初
の
国
民
栄
誉
賞
受
賞

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

【
誕
生
】
千
葉
雄
大
、佐
藤
健
、満
島
真
之
介
、朝
井
リ
ョ

ウ
、
水
谷
隼
、
溝
端
淳
平
、
賀
来
賢
人
、
小
野
賢
章
、

ヒ
コ
ロ
ヒ
ー
、
柄
本
時
生

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

『
ド
リ
フ
大
爆
笑
』
放
送
開
始

沖
縄
県
久
米
島
で
み
ぞ
れ
観
測

津
地
鎮
祭
訴
訟
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決

有
珠
山
が
噴
火
活
動
開
始

芸
能
界
マ
リ
フ
ァ
ナ
汚
染
事
件

王
貞
治
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
七
五
六
号
の
世
界
記
録
達
成

国
民
栄
誉
賞
創
設
。
第
一
回
目
は
王
貞
治
。

白
黒
テ
レ
ビ
放
送
廃
止

【
誕
生
】
小
沢
真
珠
、
北
川
悠
仁
、
久
保
帯
人
、
尾
形

貴
弘
、
矢
部
太
郎
、
安
室
奈
美
恵
、
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
、

十
三
代
目
市
川
團
十
郎
白
猿

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

佐
藤
栄
作
首
相
訪
米

米
軍
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
開
始

富
士
山
レ
ー
ダ
ー
観
測
開
始

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
発
見

初
の
国
産
旅
客
機
YS

－

11
が
就
航

有
楽
町
駅
前
に
東
京
交
通
会
館
完
成

日
韓
基
本
条
約
締
結

朝
永
振
一
郎
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

秋
篠
宮
文
仁
親
王
誕
生

原
宿
に
日
本
初
の
億
シ
ョ
ン
が
完
成

【
誕
生
】
野
口
聡
一
、
前
田
亘
輝
、
吉
田
美
和
、
上
川

隆
也
、
さ
く
ら
も
も
こ
、
草
刈
民
代
、
尾
崎
豊
、
本

木
雅
弘

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

日
本
初
の
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

秩
父
宮
雍
仁
親
王
薨
去

露
ス
タ
ー
リ
ン
死
去
で
株
価
暴
落

吉
田
茂
首
相
の
発
言
が
元
で
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散

エ
ベ
レ
ス
ト
人
類
初
登
頂

英
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
戴
冠
式

朝
鮮
戦
争
休
戦
成
立

日
本
初
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
紀
ノ
国
屋
開
店

板
垣
退
助
像
の
百
円
紙
幣
発
行

奄
美
群
島
が
日
本
に
返
還

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
ィ
オ
ー
ル
来
日

【
誕
生
】
宗
茂
、
宗
猛
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
、
山
下
達
郎
、

関
根
勤
、
小
林
よ
し
の
り
、
松
平
健

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

米
海
軍
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
を
起
工

ド
レ
ミ
フ
ァ
の
階
名
が
イ
ロ
ハ
に
な
る

日
ソ
中
立
条
約
成
立

東
京
港
開
港

独
海
軍
戦
艦
ビ
ス
マ
ル
ク
沈
没

米
石
油
対
日
輸
出
全
面
禁
止

ハ
ル
・
ノ
ー
ト

大
東
亜
戦
争
開
戦

米
映
画
の
国
内
上
映
禁
止

【
誕
生
】
宮
崎
駿
、
植
村
直
己
、
徳
光
和
夫
、
イ
ビ

チ
ャ
・
オ
シ
ム
、
萩
本
欽
一
、
石
坂
浩
二
、
倍
賞
千
恵
子
、

仲
本
工
事
、
坂
本
九
、
渡
哲
也

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

ソ
連
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
体
制
完
成

阪
急
百
貨
店
開
店

東
京
市
で
午
砲
が
廃
止

日
本
「
戦
争
抛
棄
ニ
関
ス
ル
条
約
」
批
准

嘆
き
の
壁
事
件
勃
発

ブ
ラ
ッ
ク
・
サ
ー
ズ
デ
ー

東
京
駅
八
重
洲
口
開
設

【
誕
生
】
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
、黛
敏
郎
、五
社
英
雄
、オ
ー

ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
、
若
山
富
三
郎
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・

パ
ー
マ
ー
、
サ
ト
ウ
サ
ン
ペ
イ
、
向
田
邦
子

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

第
一
次
大
戦
日
本
艦
隊
欧
州
派
遣
を
決
定

米
、
ド
イ
ツ
と
国
交
断
絶

ロ
シ
ア
革
命

理
化
学
研
究
所
設
立

張
勲
復
辟

戦
艦
「
長
門
」
起
工

中
華
民
国
で
孫
文
が
広
東
軍
政
府
を
樹
立

日
米
間
、
石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
締
結

【
誕
生
】
澤
村
榮
治
、
山
田
五
十
鈴
、
ジ
ョ
ン
F
ケ

ネ
デ
ィ

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
奇
跡
の
年

夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
連
載
開
始

日
露
戦
争
日
本
海
海
戦

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
絶
滅

米
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
日
露
講
和
を
勧
告

桂
・
タ
フ
ト
協
定
締
結

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
開
通

イ
ギ
リ
ス
に
日
本
初
の
大
使
館
設
置

韓
国
統
監
府
を
設
置

巳
年
の
出
来
事

巳
年
生
ま
れ
の
有
名
人


